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私
た
ち
赤
池
中
学
校
「
女
子
バ
ト
III
ン
 

ト
ン
部
」
は
二
年
生
五
人
、
 

一
年
生
六
人
 

で
、
清
原
優
子
キ
ャ
プ
テ
ン
（
一
一
年
生
）
 

を
中
心
と
し
た
と
っ
て
も
陽
気
な
部
で
す
。
 

今
回
の
新
人
戦
で
は
、
田
川
地
区
大
会
 

二
位
、
筑
豊
大
会
三
位
で
夏
の
大
会
に
引
 

き
続
き
、
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
夏
の
大
会
で
は
福
岡
地
区
一
 

位
の
学
校
と
あ
た
り
一
回
戦
で
惨
敗
。
と
 

て
も
く
や
し
い
思
い
で
赤
池
に
戻
っ
て
き
 

ま
し
た
。
 

『
一
回
戦
突
破
ガ
」
こ
れ
が
今
回
、
み
ん
 

な
の
心
の
中
に
あ
っ
た
目
標
で
す
。
 
一月 

二
十
九
日
⑧
の
県
大
会
目
指
し
、
二
週
間
 

前
か
ら
早
朝
練
習
開
始
。
寒
く
て
布
団
か
 

ら
出
た
く
な
い
時
も
あ
っ
た
し
、
眠
く
て
 

た
ま
ら
な
い
日
も
あ
っ
た
け
ど
頑
張
っ
て
 

朝
七
時
に
体
育
館
集
合
0

県
大
会
ま
で
「
 

あ
と
〇
日
」
と
数
え
な
が
ら
毎
日
練
習
を
 

積
ん
で
き
ま
し
た
。
（
も
ち
ろ
ん
放
課
後
も
 

ば
っ
ち
り
練
習
し
ま
し
た
よ
）
 

そ
し
て
い
よ
い
よ
県
大
会
。
念
願
の
一
 

回
戦
勝
利
（
北
九
州
地
区
一
位
と
の
試
合
 

で
し
た
）
。
そ
の
勢
い
も
あ
っ
て
か
二
回
戦
 

三
回
戦
も
勝
っ
て
し
ま
い
、
準
決
勝
で
敗
 

れ
た
も
の
の
、
三
位
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
 

い
成
績
で
し
た
。
今
回
の
大
会
で
「
や
れ
 

ば
で
き
る
」
と
い
う
自
信
が
ほ
ん
の
少
し
 

つ
い
た
様
で
す
。
 

今
度
は
夏
の
大
会
で
、
九
州
大
会
に
出
 

場
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
又
、
猛
練
習
を
 

開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

※
こ
の
原
稿
は
、
バ
ト
I
I
『
ン
ト
ン
部
顧
問
 

の
城
戸
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
 



◆
赤
池
町
職
員
採
用
試
験
◆
 

赤
池
町
の
職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
財
政
健
全
化
の
見
地
か
ら
、
昭
和
五
十
四
年
以
降
、
職
員
定
数
の
適
 

正
化
の
た
め
に
、
退
職
者
の
補
充
は
、
原
則
的
に
は
不
補
充
と
し
、
長
い
間
、
採
用
を
控
え
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
職
員
の
平
均
年
齢
は
四
十
歳
を
超
え
、
年
齢
構
成
に
断
層
が
で
き
、
中
ぶ
く
れ
の
現
象
ど
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

組
織
管
理
上
、
職
員
構
成
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
 

状
況
が
将
来
に
わ
た
り
続
く
な
ら
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
異
状
な
職
員
構
成
と
な
り
、
人
事
管
理
上
、
大
き
 

な
支
障
と
な
る
の
は
必
然
的
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
今
後
は
、
定
年
制
と
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
退
職
勧
奨
制
度
に
よ
り
、
職
員
定
数
 

の
適
正
化
を
堅
持
し
な
が
ら
計
画
的
な
職
員
採
用
を
実
施
し
、
職
員
の
新
陳
代
謝
を
図
る
た
め
に
も
、
次
の
 

と
お
り
職
員
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

赤
池
町
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用
 

試
験
を
行
い
ま
す
。
 

●
職
 

種
 

一
般
事
務
職
（
土
木
・
建
築
・
測
量
 

の
技
術
系
）
ー
若
干
名
、
現
業
職
（
寮
 

母
）
1
2
名
、
医
療
職
（
正
看
護
婦
）
 

井
1
名
 

●
受
験
資
格
 

一
般
事
務
職
ー
平
成
元
年
3
月
 31 

日
 

現
在
満
 31 

歳
未
満
の
人
（
昭
和
 33 

年
4
 

月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
 

な
お
、
測
量
に
つ
い
て
は
測
量
士
補
 

⑧
 

以
上
の
資
格
を
有
し
実
務
経
験
が
3
年
 

以
上
あ
る
人
。
現
業
職
ー
平
成
元
年
3
 

月
 31 

日
現
在
満
 36 

歳
未
満
の
人
（
昭
和
 

28 

年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
。
 

医
療
職
廿
平
成
元
年
3

月
 31 

日
現
在
満
 

26 

歳
未
満
の
人
（
昭
和
 38 

年
4

月
2

日
 

以
降
に
生
ま
れ
た
人
）
で
正
看
護
婦
の
 

免
許
を
有
す
る
人
（
平
成
元
年
3

月
看
 

護
学
校
等
の
卒
業
見
込
み
の
人
で
正
看
 

護
婦
の
免
許
取
得
見
込
み
の
人
も
含
む
）
 

●
住
所
要
件
 

赤
池
町
居
住
者
（
昭
和
 64 

年
1
月
1
 

二
月
三
日
、
赤
 

池
町
議
会
の
み
な
 

さ
ん
と
赤
池
町
は
 

大
阪
に
あ
る
 
「テ 

イ
エ
ム
メ
ト
ロ
株
 

式
会
社
」
と
「
株
 

式
会
社
西
丸
人
形
」
 

を
現
地
視
察
し
、
 

公
害
問
題
や
雇
用
 

状
況
な
ど
に
つ
い
 

て
調
査
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
公
害
 

問
題
な
ど
を
は
じ
 

め
会
社
の
将
来
性
 

や
、
本
当
に
赤
池
へ
来
て
く
れ
る
の
だ
 

ろ
う
か
と
の
不
安
を
持
っ
て
の
視
察
で
 

し
た
が
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
今
 

回
の
視
察
に
よ
っ
て
、
そ
の
不
安
は
解
 

消
さ
れ
、
 

一
行
を
代
表
し
て
日
野
町
長
 

は
「
今
回
の
誘
致
が
成
功
す
れ
ば
、
赤
 

池
工
場
団
地
へ
の
進
出
第
一
号
と
な
り
 

今
後
の
企
業
誘
致
に
大
き
な
弾
み
が
つ
 

く」 

と
、
進
出
実
現
に
向
け
て
強
く
意
 

を
表
し
ま
し
た
。
 

今
回
、
初
め
て
の
工
場
視
察
に
よ
り
 

赤
池
町
の
企
業
誘
致
は
大
き
な
一
歩
を
 

踏
み
出
し
ま
し
た
。
 

美
し
い
町
づ
く
り
 

「
美
し
い
町
づ
く
り
は
、
 

一
人
ひ
と
 

り
の
手
で
」
 
こ
の
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
 

二
十
数
年
活
動
を
続
け
て
い
る
グ
ル
ー
 

プ
が
あ
り
ま
す
。
 

赤
池
町
上
野
に
総
本
部
の
あ
る
「
吟
 

道
八
洲
荘
鷹
洲
会
」
の
み
な
さ
ん
で
す
。
 

赤
池
町
吟
詠
会
創
立
十
周
年
記
念
に
、
 

町
民
会
館
駐
車
場
周
囲
に
桜
の
苗
木
約
 

八
十
本
を
購
入
し
て
定
植
、
施
肥
や
手
 

入
れ
を
数
回
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
 

ろ
花
見
が
で
き
る
く
ら
い
ま
で
育
ち
つ
 

つ
あ
り
ま
す
。
 

今
年
も
、
二
月
五
日
卿
、
こ
の
時
期
 

に
し
て
は
め
ず
ら
し
く
好
天
に
恵
ま
れ
 

名
剰
上
野
興
国
寺
参
道
の
桜
、
約
三
十
 

本
の
「
て
ん
ぐ
す
病
」
（
二
月
号
掲
載
）
 

の
退
治
を
し
ま
し
た
。
中
に
は
百
年
以
 

上
の
齢
を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
木
も
あ
 

り
五
、
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
高
い
木
に
 

登
り
、
病
気
の
枝
を
切
り
薬
を
塗
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

昨
年
は
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
寒
い
日
 

に
、
白
糸
の
滝
に
通
じ
る
駐
車
場
ま
で
 

の
道
路
脇
の
桜
の
手
入
れ
、
 
一
昨
年
は
 

福
智
下
宮
の
桜
の
手
入
れ
と
、
毎
年
続
 

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

又
、
そ
の
活
動
は
町
内
に
限
ら
ず
、
 

英
彦
山
や
、
鎮
西
公
園
の
桜
や
、
方
城
 

町
藤
寺
の
藤
の
手
入
れ
な
ど
の
他
、
田
 

川
山
田
、
飯
塚
市
の
筑
豊
一
円
に
広
げ
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

二
十
余
年
、
毎
年
奉
仕
を
続
け
て
い
 

る
の
は
、
人
び
と
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
 

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
自
然
の
恩
恵
 

‘尋S戸』一’' 

A「てんぐす病」退治をする会のみなさん 
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日
現
在
、
赤
池
町
に
住
民
登
録
し
て
い
 

る
人
に
限
る
。
た
だ
し
一
般
事
務
職
、
 

現
業
職
に
つ
い
て
は
、
就
職
就
学
等
で
 

町
外
に
居
住
し
て
い
る
人
で
も
、
家
族
 

が
赤
池
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人
を
除
 

く
。
又
医
療
職
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
 

村
に
居
住
し
て
い
て
通
勤
可
能
な
人
）
 

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
。
地
方
公
 

務
員
法
第
 16 

条
に
該
当
す
る
人
は
受
験
 

で
き
ま
せ
ん
。
 

●
試
験
日
 

第
1
次
試
験
は
4
月
9

日
囲
、
第
2
 

矧

し

ー

 

I 

▲「テイエムメト口」社を視察する―行 

，
‘
●
，
‘
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
j
 

ー

 

．
 

へ
の
、
さ
さ
や
か
な
感
謝
の
気
持
ち
だ
 

と
、
会
員
の
み
な
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

● 

い一 

！ 
さ「 

！ 
下一 

！ 
用「 

！ 
利「 

！ 
ご一 

r
 

護納代量金融機関 

4 月1日から、町税の納税、水 

道料金、町営住宅の使用料、住宅 

新築資金等、学校給食費、汚水処 

理施設使用料などの支払いが、福 

岡銀行（指定金融機関）、西日本銀 

行、田川信用金庫、田川農業協同 

組合（いずれも収納代理金融機関） 

の各支店の窓口で、納付書を提出 

すれば、払い込みができるように 

なります。納税、納付にご利用下 

さい。 
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次
試
験
は
4
月
 21 

日
圏
（
1
次
試
験
合
 

格
者
の
み
）
赤
池
町
民
会
館
 

●
試
験
方
法
 

第
1
次
試
験
は
公
務
員
と
し
て
必
要
 

な
一
般
的
知
識
と
知
能
に
つ
い
て
の
択
 

一
式
筆
記
試
験
、
 

一
般
事
務
職
の
土
木
、
 

建
築
系
に
は
技
術
職
に
必
要
な
専
門
知
 

識
、
技
術
等
の
能
力
に
つ
い
て
の
択
一
 

式
筆
記
試
験
。
第
2
次
試
験
は
作
文
、
 

面
接
試
験
。
 

●
受
 

付
 

平
成
元
年
3
月
6

日
囲
か
ら
3
月
 18
 

日
田
ま
で
の
午
前
8
時
 30 

分
か
ら
午
後
 

5
時
ま
で
、
土
曜
日
は
 12 

時
 30 

分
ま
で
 

（
日
曜
日
を
除
く
）
郵
送
で
の
申
し
込
 

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
 

●
受
験
手
続
き
 

役
場
総
務
課
庶
務
係
に
あ
る
受
験
申
 

込
書
に
加
え
、
住
民
票
謄
本
1
通
・
履
 

歴
書
（
写
真
貼
付
）
 
・
学
校
卒
業
証
明
 

書
（
最
終
学
歴
の
も
の
、
写
し
で
も
可
）
 

④は57,75ノ、ーセント 
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2月12日旧）投票が行われた参議院選挙区選出議員補欠選挙の開票 

の結果は次のとおりです。 （得票順） 

・・II
・・L 

・
資
格
証
明
書
（
看
護
婦
、
写
し
で
も
 

可） 

・
写
真
一
枚
（
受
験
票
添
付
分
）
 

・
印
鑑
を
本
人
又
は
代
理
人
が
持
参
の
 

う
え
役
場
総
務
課
庶
務
係
に
申
し
込
ん
 

で
下
さ
い
。
書
類
審
査
の
う
え
受
験
票
 

を
交
付
し
ま
す
。
 

●
合
格
者
発
表
 

第
1
次
合
格
者
は
4
月
 17 

日
卿
、
最
 

終
合
格
者
は
4

月
 24 

日
卿
、
い
ず
れ
も
 

役
場
掲
示
板
に
掲
示
し
本
人
宛
通
知
し
 

ま
す
。
 

●
採
 

用
 

最
終
合
格
者
の
採
用
は
、
平
成
元
年
 

5
月
1

日
以
降
に
行
い
ま
す
。
 

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
総
務
 

課
庶
務
係
（
廿
 28 

1
2
0
0
4
内
線
2
 

4
4
番
）
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
0
 

自
 

所構党派 

日本社会党 

候補者氏名 

ふちがみ 貞雄 

得 票 数 

2556 

自由民主党 お お ま 敬 1062 

日本共産党 藤野 たっぜん 333 

サラリーマン新党 前 田 183 
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健
康
講
演
会
開
催
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
赤
池
町
や
町
 

立
病
院
の
御
協
力
に
よ
り
、
健
康
講
演
 

会
を
開
催
し
ま
す
。
病
気
に
対
し
て
の
 

予
防
法
や
食
生
活
な
ど
の
健
康
に
関
す
 

る
お
話
し
で
す
。
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
 

さ
い
。
 

▽
日
時
ー
三
月
十
四
日
、
午
前
十
一
時
 

よ
り
（
二
月
号
で
、
午
後
一
時
よ
り
 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
午
前
十
一
時
に
 

変
更
に
な
り
ま
し
た
）
 

▽
場
所
ー
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間
 

※
尚
、
健
康
講
演
会
は
奇
数
月
の
第
一
 

火
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら
で
す
。
 

一
 

耳の日一3日（厚生省） 
国土緑化強調期間一1日～5月31日（林野庁） 



山
町
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
 

”吐 

価
 

措
賜
難
報
芦
「
（
 

赤
池
町
文
化
団
体
協
議
会
（
久
原
 
弘
会
長
）
が
、
町
民
文
化
の
集
い
 

を
3

月
 26 

日
（
日
）
同
和
対
策
中
央
研
修
所
で
、
胡
弓
の
第
一
人
者
、
越
 

国
良
、
尺
八
奏
者
石
原
無
堂
両
先
生
を
招
い
て
町
内
の
合
唱
団
と
の
町
民
 

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
計
画
。
 

●
 

中津川洋司さん 石原無堂さん 趨国良さん 

少
し
で
も
多
 

く
の
芸
術
、
文
 

化
に
ふ
れ
合
い
 

た
い
と
願
う
気
 

持
ち
は
誰
し
も
 

持
っ
て
い
る
の
 

で
す
が
、
そ
れ
 

が
大
き
な
ー
つ
 

の
力
と
な
っ
て
 

ま
と
ま
る
「
」
と
 

は
、
な
か
な
か
 

な
い
よ
う
で
す
。
 

文
化
と
い
う
 

も
の
は
、
ス
ポ
 

ー
ツ
の
様
な
華
や
か
さ
が
な
い
為
に
そ
 

う
思
え
る
の
で
し
ょ
う
が
、
じ
っ
く
り
 

'―ーA 一 

▲童謡まつり参加のベルアルモニア少年、少女合唱団 

ま
ず
読
ん
で
子
に
伝
え
よ
う
 

親
子
読
書
の
仲
間
作
り
を
 

家
庭
教
育
学
級
の
一
年
の
し
め
く
く
 

り
と
し
て
、
2
月
 21
 

日
、
町
民
会
館
で
 

「
子
ど
も
と
読
書
」
 
を
テ
ー
マ
に
、
県
 

立
図
書
館
の
竹
下
そ
の
子
先
生
を
お
迎
 

え
し
て
総
合
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

先
生
は
、
は
じ
め
に
子
ど
も
の
本
を
 

ま
ず
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
 

、ソ少年団 6 番目のスポ 
赤池サッ力ー部後援会結成 

町
内
に
6
番
目
の
ス
ポ
ー
 

ッ
少
年
団
が
発
足
し
た
。
 

3
年
前
、
滝
本
武
則
氏
（
 

一，fー , 
▲後援会が結成され練習にハリキル部員達 

私
達
お
と
な
で
あ
る
と
い
う
事
を
話
さ
 

れ
、
子
ど
も
の
本
の
中
に
は
、
今
の
子
 

ど
も
達
が
い
ま
す
。
子
ど
も
の
目
で
本
 

を
選
び
、
子
ど
も
の
気
持
で
本
を
読
ん
 

で
下
さ
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
 

の
本
に
は
必
ず
発
達
が
あ
り
ま
す
。
子
 

ど
も
の
心
と
よ
り
そ
い
心
を
開
か
せ
て
 

愛
知
県
在
住
）
末
光
悟
氏
（
市
小
教
諭
）
 

が
中
心
と
な
り
サ
ッ
カ
ー
好
き
な
子
ど
 

も
の
た
め
に
同
好
会
を
結
成
し
て
い
た
 

が
、
指
導
者
の
転
勤
で
活
動
が
一
時
中
 

止
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
 

達
の
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
強
い
熱
意
を
 

感
じ
、
安
心
し
て
サ
ッ
カ
ー
活
動
が
出
 

来
る
様
に
と
後
援
会
作
り
に
奔
走
、
現
 

同
好
会
の
保
護
者
が
集
ま
り
結
成
準
備
 

会
を
開
催
、
部
活
動
の
条
件
整
備
を
は
 

じ
め
物
心
両
画
か
ら
の
支
援
、
指
導
者
 

の
発
堀
、
養
成
を
行
う
た
め
後
援
会
の
 

結
成
、
発
足
と
な
り
ま
し
た
。
 

特
に
指
導
者
の
発
堀
に
つ
い
て
は
急
 

務
を
要
し
後
援
会
で
は
指
導
者
を
探
し
 

て
い
ま
す
。
連
絡
先
 28 

1
4
1
0
0
教
 

と
時
間
を
か
け
て
ふ
れ
合
い
と
文
化
の
 

町
づ
く
り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
 

せ
ん
。
 

そ
ん
な
意
味
で
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

は
意
義
あ
る
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

世
界
的
に
有
名
な
胡
弓
の
演
奏
者
で
あ
 

る
超
先
生
を
本
町
に
お
招
き
で
き
る
こ
 

と
は
、
と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
す
。
 

町
内
か
ら
も
、
赤
池
少
年
少
女
合
唱
 

団
、
ベ
ル
ア
ル
モ
ニ
ァ
赤
池
、
中
津
川
 

洋
司
さ
ん
の
出
演
も
あ
り
、
ま
さ
に
町
 

民
と
ふ
れ
合
え
る
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
 

サ
ー
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

胡
弓
の
す
ば
ら
し
い
音
色
を
町
民
の
 

み
な
さ
ん
の
心
の
中
に
刻
み
込
ん
で
ほ
 

し
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
詳
細
は
左
記
 

の
通
り
で
す
。
 

《
入
場
整
理
券
》
五
百
円
 

《
発
売
期
日
》
 
3
月
 15 

日
（
木
）
よ
り
 

《
申
込
み
》
文
化
団
体
協
議
会
各
団
体
 

及
び
町
民
会
館
ま
で
現
金
引
替
で
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

尚
、
定
員
に
な
り
次
第
メ
切
り
ま
す
。
 

く
れ
る
絵
本
、
自
分
の
知
ら
な
い
世
界
 

を
化
学
的
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
絵
本
は
 

人の心の 

豊かさを 

ーもとめて 

▲竹下先生の話しに聞いるお母さん達 

常
に
子
ど
も
達
の
人
気
の
的
で
す
。
 

字
が
読
め
る
の
だ
か
ら
自
分
で
読
み
 

な
さ
い
グ
と
い
う
お
母
さ
ん
が
い
る
が
 

字
が
読
め
る
と
い
う
事
と
、
本
を
楽
し
 

む
と
い
う
事
は
別
の
事
な
ん
で
す
。
本
 

の
内
容
も
で
す
が
、
お
母
さ
ん
が
私
の
 

為
に
読
ん
で
く
れ
る
と
い
う
満
足
感
が
 

子
ど
も
に
と
っ
て
何
よ
り
も
嬉
し
い
の
 

で
す
。
町
民
会
館
で
は
、
親
子
読
書
の
 

仲
間
作
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
む
ず
 

か
し
く
考
え
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
答
 

え
に
〇
も
×
も
な
い
の
で
す
。
自
分
の
 

思
っ
た
事
を
言
い
、
他
の
人
の
考
え
も
 

聞
く
会
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
集
い
 

あ
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
町
民
会
館
 

図
書
係
ま
で
。
廿
2
8
1
4
1
0
0
 

腹をすかした孤が棚から 

さがった葡萄の房を見て、 

取ろうとした。しかし届か 

ないので、 「まだ青いや」 

と言いながら立ち去った。 

『イソップ寓話集』 の 「孤 

と葡萄」 の話ですが、同じ 

ように、あなたも自分に能 

力がなかったためにうまく 

いかなかった事を、周囲の 

事情のせいにしていません 

か。何度も何度も挑戦すれ 

ば、そのうちきっと葡萄の 

房に手が届きます。 

育
委
員
会
ま
で
。
 

3
区
公
民
館
3
連
覇
な
ら
ず
ク
 

第
3
回
町
民
綱
引
き
大
会
は
、
2

月
 

5
日
（
日
）
町
民
会
館
、
勤
労
者
体
育
 

館
の
両
会
場
を
使
っ
て
体
協
主
催
（
会
 

長
大
島
勇
夫
）
で
開
催
さ
れ
た
。
 

一
般
男
子
で
 

3
連
覇
を
目
指
 

す
3

区
公
民
館
 

が
破
れ
る
波
乱
 

の
大
会
と
な
っ
た
。
参
加
数
も
 43 

チ
ー
 

ム
と
前
回
を
下
ま
わ
る
大
会
で
は
あ
っ
 

た
が
、
参
加
し
た
各
公
民
館
、
作
戦
を
 

た
て
て
の
攻
防
に
、
技
術
向
上
の
あ
と
 

が
み
ら
れ
た
。
 
一
般
男
子
の
決
勝
は
、
 

3
区
公
民
館
の
連
覇
を
阻
止
し
た
7
区
 

公
民
館
対
大
浦
公
民
館
の
対
戦
と
な
り
 

前
回
惜
し
く
も
涙
を
の
ん
だ
大
浦
公
民
 

館
が
悲
願
の
初
優
勝
で
大
会
を
閉
じ
た
。
 ▲「力を合わせ」今年度の大会より 

コ
 

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
 

弘
地
域
の
集
会
所
は
夜
更
け
ま
で
 

把
刻
灯
り
が
つ
い
て
い
る
。
地
域
の
 

」
召
 

一
年
間
の
総
決
算
を
軸
に
、
運
 

ラ

 

営
委
員
会
が
熱
を
帯
び
て
い
る
 

の
だ
▲
地
域
の
活
動
母
体
で
あ
る
こ
の
 

会
議
は
、
館
長
を
中
心
に
体
協
、
育
成
 

会
、
老
人
会
な
ど
多
く
の
役
員
さ
ん
で
 

構
成
さ
れ
て
い
る
。
激
論
を
交
わ
す
役
 

員
さ
ん
の
任
期
は
、
 
一
年
の
輪
番
制
や
 

二
年
任
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
何
 

を
隠
そ
う
、
こ
の
役
員
の
選
出
が
頭
痛
 

の
種
と
聞
く
。
と
く
に
館
長
と
も
な
れ
 

ば
、
で
あ
る
。
▲
地
区
公
民
館
の
鵜
匠
 

任
に
当
た
る
館
長
の
言
い
納
め
は
 
「や 

つ
と
役
目
が
終
っ
た
バ
イ
」
。
地
域
活
 

動
の
基
本
は
「
一
人
が
皆
ん
な
の
た
め
 

に
、
皆
ん
な
が
地
域
の
た
め
に
」
 
で、 

一
人
に
過
重
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
 

役
目
は
皆
ん
な
で
分
担
す
べ
き
で
あ
る
 

と
思
う
▲
 
「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
で
 

お
世
話
を
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
 

に
、
少
し
づ
つ
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
 

お
う
」
 
ー
ー
、
こ
れ
は
、
地
区
公
連
昭
 

和
の
歴
史
の
中
で
言
い
続
け
ら
れ
た
基
 

本
理
念
で
あ
る
。
 

「
民
主
的
地
区
活
動
 

を
推
進
す
る
た
め
に
、
多
く
の
役
員
が
 

分
担
し
て
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
 

そ
れ
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
 

ん
に
し
、
地
域
の
活
動
を
知
ら
せ
る
こ
 

と
に
も
な
り
、
住
民
の
関
心
を
ひ
き
出
 

す
こ
と
に
な
る
」
 
ー
ー
、
過
去
の
研
究
 

集
会
で
得
た
貴
重
な
指
針
で
あ
る
。
得
 

た
も
の
は
、
大
切
に
し
た
い
。
 

各
部
の
優
勝
は
次
の
と
お
り
。
 

〇
小
学
生
の
部
1
3
区
公
民
館
〇
青
年
 

男
子
の
部
1
5
支
所
公
民
館
〇
一
般
男
 

子
の
部
ー
 12 

支
所
公
民
館
〇
一
般
男
子
 

の
部
ー
大
浦
公
民
館
 

ノ 
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⑨
六
曜
の
い
わ
れ
 

よ
く
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
な
ど
に
、
 

告
』
っ
き
ょ
・
つ
 

「
日
の
吉
凶
」
 
が
書
か
れ
て
あ
る
の
を
 

み
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
 

「
六
曜
」
 
と
 

い
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
く
て
も
 

ぶ
つ
め
つ
 

「
大
安
・
仏
滅
」
と
い
え
ば
「
あ
あ
、
 

そ
の
こ
と
か
」
 
と
気
づ
か
れ
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

「
六
曜
」
は
今
か
ら
四
千
年
ほ
 

し
ょ
う
ろ
く
じ
A
 

ど
前
の
古
代
中
国
に
あ
っ
た
 
「
小
六
壬
」
 

う
ら
な
い
 

と
い
う
占
い
を
も
と
に
し
て
、
平
安
時
 

代
に
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

古
代
中
国
の
人
た
ち
は
、
農
業
を
す
 

る
た
め
に
季
節
や
気
候
の
変
化
を
知
る
 

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
長
 

か
ん
そ
く
 

い
間
か
か
っ
て
太
陽
や
月
な
ど
を
観
測
 

こ
よ
み
 

き
ゅ
う
れ
き
 

し
て
暦
（
日
本
で
い
う
旧
暦
）
を
つ
く
 

こ
う
ず
い
 

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
度
は
洪
水
や
 

て
ん
さ
い
 

よ

そ

う

 

か
ん
ば
つ
な
ど
の
天
災
を
予
想
し
よ
う
 

わ
く
せ
い
 

と
し
て
水
星
や
火
星
な
ど
の
惑
星
を
観
 

測
し
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
す
た
 

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

こ
の
占
い
を
「
小
六
壬
」
 
と
い
い
ま
 

す
が
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
末
期
（
今
 

人
 

ー

 

、
 叫

迂
信
、
l
も
、
た
ん
ー
 

せ
ん
し
ょ
う
 
と
も
び
き
 

せ
ん
ぷ
 

ぶ
つ
め
つ
 

だ
い
あ
ん
 

〇
先
勝
・
友
引
〇
先
負
〇
仏
滅
〇
大
安
 

し
ゃ
っ
！
】
う
 

〇
赤
口
を
六
つ
の
六
曜
星
と
云
い
ま
す
。
 

ろ
っ
き
 

ろ
く
よ
う
 

こ
う
み
ょ
う
ろ
っ
よ
う
せ
い
 

六
輝
、
六
曜
、
孔
明
六
曜
星
な
ど
と
も
 

あ
し
か
が
じ
だ
い
ま
っ
き
 

呼
ば
れ
、
足
利
時
代
末
期
頃
に
中
国
か
 

で
ん
ら
い
 

こ
よ
み
 

け
い
さ
い
 

き
っ
き
ょ
う
 

ら
伝
来
し
、
暦
に
掲
載
さ
れ
て
吉
凶
を
 

し
め
 

示
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
特
 

覇
J
済
刈
題
 

か
ら
励
年
ほ
ど
前
）
に
な
る
と
盛
ん
に
 

も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
六
曜
が
も
た
ら
す
弊
害
が
余
り
 

に
も
多
く
、
他
人
を
迷
わ
す
の
で
明
治
 

だ
じ
ょ
う
か
ん
ふ
こ
く
 

政
府
は
「
大
政
官
布
告
」
を
明
治
六
年
 

に
公
布
し
使
用
を
禁
止
し
ま
し
た
。
 

＠
六
曜
に
つ
い
て
 

に
明
治
以
降
は
他
の
暦
注
が
禁
止
さ
れ
 

た
り
衰
え
た
り
す
る
の
に
代
っ
て
、
盛
 

ん
に
用
い
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

●
」
ん
き
ょ
 

そ
の
根
拠
な
ど
は
不
明
で
す
が
、
中
 

き

げ

ん

 

国
の
小
六
壬
が
起
源
で
あ
ろ
う
と
云
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

六
曜
を
ど
の
よ
う
に
配
当
す
る
か
は
 

今
後
の
広
解
啓
発
の
中
て
「
え
た
、
 

ひ
に
ん
」
と
い
う
封
建
身
分
や
被
差
別
 

部
落
を
略
し
た
用
い
方
で
「
部
落
」
と
 

い
う
用
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
現
在
の
 

民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
は
用
い
方
に
 

月
（
旧
暦
）
に
よ
っ
て
違
っ
て
き
ま
す
 

が
、
簡
単
で
お
ぼ
え
や
す
い
も
の
で
す
。
 

〇
一
月
は
先
勝
か
ら
始
ま
り
友
引
、
先
 

負
、
仏
滅
、
大
安
、
赤
口
の
順
で
操
り
 

返
し
て
、
月
の
終
り
で
打
ち
切
り
、
一
一
 

月
は
友
引
か
ら
始
ま
っ
て
同
じ
順
序
で
 

操
り
返
さ
れ
ま
す
。
 
一
月
一
日
は
先
勝
 

一
月
二
日
は
友
引
と
云
う
よ
う
に
決
っ
 

て
い
ま
す
。
 

＠
各
月
の
一
日
の
六
曜
星
 

●
一
月
一
日
先
勝
●
二
月
一
日
友
引
 

●
三
月
一
日
先
負
●
四
月
一
日
仏
滅
 

よ
っ
て
人
権
侵
害
（
差
別
）
に
つ
な
が
 

る
よ
う
な
用
語
は
避
け
る
べ
き
で
す
が
 

学
習
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
や
 

む
を
得
ず
用
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
点
 

を
＋
分
ご
認
議
の
上
、
学
習
を
よ
り
深
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

●
五
月
一
日
大
安
●
六
月
一
日
赤
口
 

●
七
月
一
日
先
勝
●
八
月
一
日
友
引
 

●
九
月
一
日
先
勝
●
十
月
一
日
仏
滅
 

●
土
月
一
日
大
安
●
士
一
月
一
日
赤
口
 

以
下
次
号
で
六
曜
に
つ
い
て
連
載
 

ー
今
月
の
解
放
講
座
 

ン」 

と
さ
 

と
こ
ろ
 

3
月
 22 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



⑥
 

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
排
除
し
よ
【
つ
 

瑞
息
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
 

こ
す
物
質
の
こ
と
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
と
い
 

い
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
に
は
端
息
 

が
増
え
て
ま
い
り
ま
す
が
、
身
近
で
の
 

努
力
を
す
る
こ
と
で
住
ま
い
の
中
か
ら
 

ア
レ
ル
ゲ
ン
を
か
な
り
追
い
出
す
こ
と
 

が
で
き
る
の
で
す
。
 

【
ダ
ニ
や
力
ビ
は
な
ぜ
増
え
た
の
か
】
 

住
ま
い
の
中
に
あ
る
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
 

代
表
選
手
は
ホ
コ
リ
（
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
）
 

で
す
。
ホ
コ
リ
の
中
に
は
実
に
た
く
さ
 

ん
の
物
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
レ
 

ル
ギ
ー
を
起
こ
す
力
が
強
い
の
は
ダ
ニ
 

と
カ
ビ
で
す
。
最
近
の
家
屋
は
サ
ッ
、
ン
 

な
ど
で
密
閉
性
が
増
し
、
冷
暖
房
の
器
 

具
も
普
及
し
た
た
め
、
夏
も
冬
も
以
前
 

に
比
べ
て
暮
ら
し
や
す
い
環
境
に
な
っ
 

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
人
間
が
住
み
 

や
す
い
こ
の
環
境
は
、
ダ
ニ
や
カ
ビ
に
 

と
っ
て
も
住
み
や
す
い
環
境
だ
っ
た
の
 

で
す
。
 

健康教室 
赤池町立病院 

内科医長 

武冨 章 

フ
ニ
ゃ
力
ビ
は
ど
こ
に
い
る
の
か
】
 

一
口
で
言
え
ば
ホ
コ
リ
の
た
ま
り
や
 

す
い
所
で
す
。
ダ
ニ
は
六
畳
一
部
屋
当
 

り
、
板
張
り
の
床
三
百
匹
以
下
、
畳
の
 

床
二
千
ー
四
千
匹
、
 

織
越
の
床
二
千
ー
 

一
万
八
千
匹
い
る
 

と
言
わ
れ
て
い
ま
 

す
。
寝
具
に
も
ダ
 

ニ
は
た
く
さ
ん
お
 

り、 

一
枚
の
布
団
 

に
は
二
十
一
万
匹
、
 

毛
布
に
は
二
千
匹
 

と
言
わ
れ
て
い
ま
 

す。 【
住
ま
い
の
ア
レ
 

ル
ゲ
ン
を
減
ら
 

す
に
は
】
 

一
、
掃
除
 

ダ
ニ
や
カ
ビ
の
胞
子
は
ホ
 

コ
リ
と
一
緒
に
存
在
す
る
の
で
、
ホ
コ
 

リ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
 

大
切
で
す
。
床
を
ほ
う
き
で
掃
く
と
ホ
 

コ
リ
が
舞
い
上
が
る
の
で
掃
除
機
を
使
 

い
ま
す
。
掃
除
機
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
 

目
が
細
か
く
、
パ
ッ
ク
式
で
た
ま
っ
た
 

ホ
コ
リ
を
そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
る
も
の
 

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
毎
日
き
ち
ん
と
掃
 

除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
綿
ボ
コ
リ
、
 

和
や
か
な
心
に
な
っ
て
 

‘
ノ
八
に
い
員
「
、
‘
い
旨
、
健
康
い
ろ
は
詩
集
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
 

「
物
が
豊
富
な
世
の
中
、
人
の
心
も
 

和
や
か
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
 
と
、
糸
田
 

町
下
糸
田
の
松
本
昇
さ
ん
が
願
い
を
込
 

め
て
書
い
た
 
「
健
康
い
ろ
は
詩
集
」
 
と
 

「
老
人
性
痴
ほ
う
症
防
止
ケ
ァ
二
十
カ
 

条
」
が
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
掲
げ
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

お
年
寄
り
の
健
康
を
中
心
に
歌
っ
た
 

作
品
や
、
耳
が
痛
く
な
る
よ
う
な
教
訓
 

も
あ
り
「
ぜ
ひ
一
枚
」
と
依
頼
が
殺
到
 

し
、
す
で
に
田
川
の
全
市
町
村
に
贈
っ
 

た
そ
う
で
す
。
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
お
年
寄
り
 

の
方
も
 
「
い
い
こ
と
書
い
ち
ょ
る
ば
い
」
 

と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
 

三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
一
一
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

順
不
同
・
敬
称
略
 

（
二
月
十
三
日
現
在
）
 

【
香
典
返
し
】
瀧
石
節
子
（
町
営
伏
原
）
 

〇
松
井
直
（
車
道
三
）
〇
土
田
孝
一
 
（ 

猿
畑
）
〇
亀
井
タ
マ
（
十
区
）
〇
太
田
 

久
利
（
原
）
〇
大
久
保
輝
（
原
）
〇
宇
 

都
宮
透
（
下
西
町
）
〇
太
田
賓
（
天
郷
 

荘
）
〇
太
田
欣
平
（
薬
王
寺
）
〇
平
川
 

巌
（
西
寿
）
〇
石
川
キ
ヌ
ェ
（
貴
船
）
 

以
上
十
一
件
で
総
額
三
十
七
万
五
千
 

円
で
す
。
 

け
 

【
寄
附
】
九
光
石
油
廿
五
千
円
〇
筑
豊
 

ー柵 
▲福祉センター事務室の横に掲げられたいろは詩集 

繊
維
工
業
廿
一
万
二
千
七
百
八
円
〇
匿
 

名
の
方
五
人
ー
二
万
八
千
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
口
千
円
）
舌
間
精
一
 

食
べ
物
の
カ
ス
、
人
間
や
ペ
ッ
ト
の
フ
 

ケ
な
ど
、
ダ
ニ
の
餌
と
な
る
も
の
も
減
 

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ニ
、
寝
具
の
手
入
れ
 
寝
具
の
湿
気
は
 

ダ
ニ
や
力
ビ
を
増
や
す
原
因
に
な
り
ま
 

す
か
ら
、
で
き
る
 

だ
け
頻
繁
に
干
し
 

て
く
だ
さ
い
。
そ
 

れ
も
午
後
三
時
く
 

ら
い
ま
で
に
干
し
 

終
わ
る
の
が
よ
く
、
 

そ
れ
以
降
も
干
し
 

続
け
る
と
、
せ
っ
 

か
く
乾
燥
し
た
布
 

団
が
ま
た
湿
っ
て
 

く
る
こ
と
が
あ
り
 

ま
す
。
カ
バ
ー
や
 

シ
ー
ツ
を
た
び
た
 

び
洗
濯
す
る
の
は
 

も
ち
ろ
ん
、
布
団
 

の
丸
洗
い
や
綿
の
打
ち
直
し
も
ダ
ニ
を
 

滅
ら
す
の
に
効
果
的
で
す
。
 

三
、
室
内
環
境
の
整
備
 

ペ
ッ
ト
は
室
 

内
で
飼
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
部
屋
の
 

通
風
を
よ
く
す
る
。
壁
に
カ
ビ
止
め
塗
 

料
を
使
う
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
端
息
 

の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
住
ま
い
か
ら
追
い
出
 

し
ま
し
ょ
・
フ
。
 

圏
三
種
混
合
 

●
十
七
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

パ万ー 
14 

時
 30 

分
 

対
象
者
廿
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
乳
児
保
育
相
談
 

・
二
十
日
の
 
町
民
会
館
 

10 

時
ー
 11 

時
 

対
象
者
ー
生
後
4

、
7
、 
10 

カ
月
児
 

圏
一
歳
六
カ
月
児
健
診
 

●
二
十
二
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
ー
一
歳
六
カ
月
ー
一
歳
九
カ
 

月
児
 

、 ． .

ー
一
ロ
〇
舌
間
マ
サ
子
ー
一
口
〇
土
師
 

一 

君
子
ー
一
口
O
沢
永
孝
美
ー
一
ロ
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
一
口
一
万
円
）
森
 

千
代
子
ー
一
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
高
鶴
華
山
ー
一
万
 

円
〇
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
（
バ
ス
内
）
ー
 

一 

二
万
三
千
七
十
円
 

‘ 

【
古
切
手
】
赤
池
町
役
場
1
8
4
3
枚
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

】 

〇
持
永
義
光
（
板
屋
団
地
）
み
か
ん
 10 

・ 

ぬ
 

●
 
，
 

●
 
・
 

，
 

‘
 
.
 

3 月福祉センターの行事 
【休館日】 【仏教講演会】 

6日、13日、19日 15日、午前n時～ 
20日、21日、27日 【心配ごと相談日】 

【バス運行日】 7日、17日、28日 
毎日運行 午前10時～午後3時 

【演 芸】 【母子婦人相談日】 
入館者へ自由に 22日、午前10時～ 
舞台を提供しま 午後3時 

す 【健康相談日】 
※ゲートボール場（ナイター可） 第2火曜日、14日因 

も自由にご利用下さい 午前10時～午後3時 . 

婦人の健康づくり講習会参加の 

おすすめ 

暖
冬
で
し
た
が
暦
で
は
春
を
迎
え
る
 

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
 

豊
か
な
社
会
と
な
っ
た
反
面
、
成
人
 

病
の
増
加
、
運
動
不
足
等
健
康
に
及
ぼ
 

す
誘
困
が
複
雑
多
様
化
 

し
て
い
ま
す
。
 

町
民
一
人
ひ
と
り
の
 

健
康
を
守
る
為
に
は
 

ま
ず
家
庭
の
中
で
婦
 

人
の
皆
さ
ん
が
健
 

康
で
家
族
の
食
 

生
活
や
日
常
生
 

活
の
あ
り
方
を
 

チ
ェ
ッ
ク
し
 

て
い
く
事
だ
と
 

J 追
 

憶
 鈴

 

夢
 

遠
雷
の
よ
う
で
あ
る
。
大
地
が
と
ど
 

ろ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

各
炭
積
が
桟
橋
か
ら
五
平
太
舟
に
石
 

炭
を
積
み
込
ん
で
い
る
騒
音
で
あ
る
。
 

白
帆
に
夏
を
風
を
一
杯
挙
ん
で
櫓
の
 

音
を
軌
せ
な
が
ら
五
平
太
舟
が
遠
賀
川
 

さ
か
の
ぱ
 

を
遡
っ
て
来
る
。
石
炭
を
満
載
し
た
下
 

り
舟
が
船
頭
さ
ん
の
竹
悼
に
巧
み
に
操
 

ら
れ
て
目
的
地
に
向
っ
て
急
ぐ
。
よ
り
 

下
り
の
舟
の
合
間
を
織
り
な
し
て
凌
漢
 

船
が
頻
に
川
を
俊
え
て
い
る
。
凪
の
と
 

き
は
帆
柱
を
倒
し
、
曳
舟
の
綱
を
そ
の
 

遥
し
い
肩
ご
し
に
、
船
頭
象
が
川
岸
の
 

x
・苫・”《・vx
・x
・マ苫・×・x
・x
・v
苫・×・マ×・マママ呂‘マ苫‘【・】・×・x
《苫占 

※
お
詫
び
と
訂
正
 

二
月
号
、
ふ
れ
あ
い
基
金
の
中
で
、
 

「
能
谷
拓
義
」
と
あ
り
ま
し
た
の
は
「
 

能
谷
琢
義
」
の
、
行
事
の
中
の
休
館
日
 

が
 
「 28 

日
」
と
あ
り
ま
し
た
の
は
「
 27 

日」 

の
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
で
し
た
。
お
詫
 

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

思
い
ま
す
。
今
回
、
赤
池
町
の
健
康
づ
 

く
り
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
婦
人
 

の
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

ま
ず
、
御
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
 

す
る
た
め
成
人
病
検
診
を
実
施
し
、
そ
 

れ
に
基
づ
い
て
健
康
づ
く
り
の
基
礎
と
 

な
る
食
生
活
に
つ
い
て
の
講
習
会
、
調
 

理
実
習
等
内
容
を
豊
富
に
し
て
や
っ
て
 

い
き
ま
す
。
あ
な
た
も
家
庭
の
中
ば
か
 

り
に
寵
ら
ず
、
外
に
出
て
、
新
し
い
空
 

気
の
教
室
を
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ま
し
 

ょ
う
。
 

「
健
康
」
 
に
関
心
の
あ
る
方
、
 

こ
の
機
会
に
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。
 

▽
期
日
 

平
成
元
年
四
月
よ
り
毎
月
一
 

回
（
一
年
間
）
毎
月
第
二
月
 

曜
日
 

▽
場
所
 

町
民
会
館
 

▽
受
講
料
 
無
 

料
 

▽
講
師
 

医
師
、
栄
養
士
、
保
健
婦
他
 

▽
時
間
 

十
時
ー
十
二
時
半
 

ノ
《
、
、
、
 

雑
草
を
踏
み
し
だ
き
な
が
ら
次
か
ら
次
 

へ
と
積
み
込
み
場
へ
と
向
っ
て
、
川
を
 

登
っ
て
行
く
。
 

石
炭
輸
送
が
川
舟
輸
送
か
ら
鉄
道
輸
 

送
へ
と
移
行
し
て
果
し
て
幾
歳
月
を
経
 

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
川
土
手
か
ら
凧
を
 

遠
く
ま
で
あ
げ
に
川
向
い
の
A
村
の
山
 

波
は
、
少
年
の
日
に
目
に
し
た
姿
そ
の
 

ま
ま
で
は
あ
る
が
、
石
投
合
戦
を
し
、
 

と
ん
ぼ
 

蝶
や
靖
蛤
を
追
っ
て
駈
け
廻
っ
た
野
辺
 

に
は
夏
草
が
茂
り
に
茂
っ
て
い
る
。
活
 

動
的
で
豊
か
な
表
情
を
し
て
い
た
遠
賀
 

川
は
瞬
時
に
消
し
去
ら
れ
描
き
直
さ
れ
 

て
し
ま
っ
た
。
「
キ
ャ
ン
バ
ス
」
の
油
絵
の
 

よ
う
に
動
か
ら
静
へ
と
そ
の
俄
「
ま
い
を
 

変
貌
し
、
自
然
の
法
則
に
順
応
し
て
高
 

き
よ
り
低
き
に
向
い
移
ろ
い
の
昔
の
種
 

雌
を
語
る
こ
と
な
く
、
た
だ
黙
々
と
流
 

れ
て
い
る
。
 

野
末
の
一
隅
に
着
衣
を
脱
ぎ
去
り
、
 

か
 
や
 
つ
り
ぐ
さ
 

遥
上
流
の
蚊
帳
吊
草
の
茂
み
を
分
け
て
 

「
ソ
ッ
」
 
と
川
の
中
に
身
を
沈
め
る
と
 

少
年
の
日
に
も
感
じ
た
で
あ
ろ
う
冷
や
 

や
か
さ
が
夏
の
肌
に
心
地
良
い
。
川
は
 

到
る
処
に
洲
を
抱
き
荒
れ
る
に
荒
れ
て
 

川
巾
は
愈
々
狭
く
、
水
の
流
れ
は
痩
せ
 

細
っ
て
昔
日
の
面
影
は
何
処
に
も
な
い
。
 

こ
の
辺
り
で
あ
ろ
う
か
、
船
の
臆
に
 

ぶ
ら
下
り
船
頭
さ
ん
か
ら
激
し
く
怒
鳴
 

ら
れ
慌
て
て
川
に
潜
っ
た
の
は
。
狭
い
 

流
れ
に
身
を
託
し
除
々
に
川
を
下
る
。
 

幾
度
も
幾
度
も
そ
れ
を
繰
り
返
し
つ
つ
 

再
び
帰
る
こ
と
の
な
い
少
年
の
日
を
懐
 

か
し
む
。
 

消防記念日121日（消防庁） 
建築物防災週間一7日～13日（建設省） 



(8) 

有害鳥獣（イノシシ）の 

駆除を行います 

上野、市場地区でイノシシによ 

る農作物への被害が多発していま 

す。このため町では、地元猟友会 

のみなさんの協力で、 3月1日か 

ら4 月30日まで統器によるイノシ 

シ駆除を行いますので、登山など 

される方は、ご注意下さい。 

保険料を前納すると 

割り引きされます 

峯二 国民年金の保険料は、毎日納め 

一二一 ることになっていますが、平成元 

年4 月分から平成2年3月分まで 

l り の1年間の保険料を4 月に一括し 

て前納することもできます。 

前納する場合の保険料は、利率 

5.5 パーセントの複利現価法で割 

り戻す、というやり方で安くされ 

ています。 前納分には、通常の払 

込期日までに年5.5 パーセントの 

利息がっくと計算し、利息で稼げ 

る分は保険料から割り引くという 

考え方です。 

では、実際にどれだけ安くなる 

かというと、次の表のとおりです。 

納付区分 
月々納めた 

場合 ① 

前納した 

場合 ② 

割引額 

①ー② 

定額保険料 

のみ 

8,000円x 12月 

96,000円 93,680円 2,320円 

料
 
料
 

険
 
険
 

保
＋
保
 

額
 
加
 

ウ止 

付
 

8,400円×12月 

100,800円 98,360円 2,440円 

このように割り引きが受けられ 

納め忘れの心配もないので、前納 

する方は、年々増えています。 

あなたも前納を御利用下さい。 

卒 業 式 

入 学 式 

●卒業式／上野、市場小学校 

3 月18日午前10時より 

赤池中学校 

3 月16日午前10時より 

●入学式ノ上野小学校 

4月7日午前9時45分より 

市場小学校 

4月7日午前10時15分より 

赤池中学校 

4月8日午前10日寺より 

髪
競
務
難
雛
携
「
携
 

〈登z
為
z
 

一
z
z
a
悼h 
W
議
驚
凄
幾
雛
驚
影
麗
綴
鷲
ク
 

上
野
「
城
之
窯
」
 
の
城
野
豊
三
さ
ん
 

が
二
月
三
日
か
ら
十
日
ま
で
、
直
方
市
 

日
吉
町
、
県
直
方
総
合
庁
舎
前
の
ギ
ャ
 

ラ
リ
ー
「
ぽ
え
む
」
 
で
、
上
野
焼
作
陶
 

展
を
開
き
ま
し
た
。
 

城
野
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
そ
 

の
り
っ
ぱ
な
体
格
を
見
込
ま
れ
て
、
大
 

相
撲
に
入
門
し
ま
し
た
が
、
足
の
ケ
ガ
 

で
関
取
に
な
る
夢
を
あ
き
ら
め
廃
業
、
 

代
わ
り
に
“
陶
芸
の
横
綱
）
を
目
指
し
 

五
十
七
年
か
ら
上
野
焼
に
そ
の
夢
を
託
 

し
ま
し
た
。
 

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
や
湯
飲
み
な
ど
の
 

日
用
雑
器
を
中
心
に
、
香
炉
や
つ
ぼ
な
 

ど
お
よ
そ
百
点
を
展
示
、
人
気
を
集
め
 

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
城
野
さ
ん
の
知
人
で
、
直
方
市
 

頓
野
の
越
智
敏
生
さ
ん
も
、
二
十
数
年
 

％
城
野
豊
三
さ
ん
（
原
田
）
 

前
よ
り
は
じ
め
た
と
い
う
木
版
画
で
、
 

福
智
山
の
四
季
を
カ
ラ
フ
嶋
に
描
き
出
 

し
、
賛
助
出
品
し
て
い
ま
し
た
。
 

▲「がんばっています」と城野さん（石」 

老人生きがい対策 
（老人農園） 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
 

会
（
山
下
次
男
会
長
）
で
 

は
、
赤
池
町
か
ら
の
委
託
 

を
受
け
て
老
人
生
き
が
い
 

対
策
事
業
（
老
人
農
園
）
 

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

平
成
元
年
度
の
参
加
希
 

望
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
 

▽
期
間
ー
平
成
元
年
四
月
 

一
日
か
ら
平
成
二
年
三
 

月
三
十
一
日
ま
で
 

▽
参
加
対
象
者
ー
町
内
に
 

住
ん
で
い
る
老
人
男
女
 

で
年
齢
六
十
歳
か
ら
七
十
五
歳
の
方
 

で
健
康
な
方
（
健
康
診
断
書
添
付
）
 

尚
、
夫
婦
で
の
申
込
は
不
可
 

▽
申
込
方
法
と
締
切
り
申
込
は
三
月
！
一
 

十
五
日
田
ま
で
、
三
十
人
の
定
員
に
 

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
申
込
書
 

は
赤
池
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
役
場
 

住
民
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
 

⑥
早
め
に
手
続
を
 
戦
傷
病
者
乗
車
券
 

引
換
証
の
交
付
手
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

請
求
書
は
役
場
住
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
 

す
。
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

廿
 28 

1
2
0
0
4

（
内
2
4
9
番） 

春の火災予防運動 
(2 月28日～3 月13日） 

田川地区消防本音風署） 

岡田川地区防災協会 

赤池町消防団 

「
利
来
る
と
、
裏
繰
る
人
、
利
狂
う
人
」
。
一
 

あ
る
月
刊
紙
に
挿
し
絵
入
り
で
載
っ
て
 

い
た
言
葉
で
す
。
 

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
国
会
中
継
・
 

を
見
る
と
、
「
リ
ク
ル
ー
ト
」
 
の
質
問
の
 

な
い
日
は
な
く
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
 

も
 
「
成
程
、
わ
か
り
ま
し
た
」
 
と
納
得
一
 

で
き
る
も
の
も
な
く
、
「
晦
秘
綴
．
肇
」
の
 

気
持
だ
け
毎
日
残
る
。
 

冬
だ
と
い
う
の
に
寒
い
日
は
わ
ず
か
‘
 

こ
こ
ん
と
こ
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
一
 

雨
が
降
り
、
自
然
界
も
な
ん
だ
か
お
か
・
 

し
く
な
っ
て
人
の
心
ま
で
も
蝕
む
よ
う
‘
 

な
i
。
「
新
し
き
明
日
の
来
た
る
を
信
ず
‘
一
 

と
言
う
自
分
の
言
葉
に
嘘
は
な
け
れ
ど
」
 

世界気象デーー23日（気象庁） 


